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と
い
う
。
こ
れ
が
孟
蘭
盆
の
は
じ
ま

hn

ノ。

、1
1
1
ノ

わ
が
国
で
は
、
六

O
六
年
に
各
寺

院
で
供
養
の
行
事
を
営
み
、
六
五
七

年
七
月
十
五
日
に
は
、
飛
鳥
寺
で
孟

蘭
盆
を
設
け
た
と
文
献
に
見
え
る
。

平
安
時
代
に
は
、
十
五
日
に
太
政

官
監
督
の
も
と
に
寺
院
で
孟
蘭
盆
講

を
行
な
っ
た
。

鎌
倉
時
代
の
一
一
八
六
年
七
月
十

五
日
に
は
、
平
氏
の
滅
亡
を
弔
う
孟

蘭
盆
会
が
行
な
わ
れ
た
。

室
町
時
代
に
は
、
十
四
日
か
ら
十

六
日
ま
で
を
孟
蘭
盆
会
と
称
し
、
幕

府
が
宮
中
に
灯
寵
を
献
上
し
た
。

孟ぅ

蘭ら

盆f

ー
、ー

普
通
お
盆
と
い
っ
て
い
る
。

も
っ
け
ん
れ
ん

そ
の
昔
、
釈
迦
の
弟
子
自
慢
連

が
神
通
力
で
亡
母
の
死
後
の
姿

を
見
た
と
こ
ろ
、
餓
飢
道
に
落

ち
て
さ
か
さ
づ
り
の
苦
を
受
け

て
い
た
と
い
う
。
そ
こ
で
釈
迦

/
町
、

に
そ
の
救
出
法
を
た
ず
ね
る
と

川
釈
迦
は
「
毎
年
七
月
十
五
日
に

川
僧
団
に
供
養
す
る
こ
と
だ
」
と

川
教
え
ら
れ
こ
の
教
え
を
守
り

川
亡
母
を
飢
餓
か
ら
脱
出
さ
せ
た

つ

びまや

ー刈》恰‘ー・内ザヤ-句Fν司司v.闘i開 Jjt_
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富
山
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事
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立
山
神
像
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史
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③
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み
ん
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と
い
っ
し
ょ
に

子
撫
川
総
合
開
発
・
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入
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介
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介
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ム
夏
休
み
を
楽
し
く

ム
あ
な
た
も
ス
ポ
ー
ツ
テ
ス
ト
を
/

ム
八
月
の
交
通
事
故
相
談
所

ム
食
中
毒
に
注
意

ム
消
費
実
態
調
査
に
協
力
を
/

ム
行
方
の
わ
か
ら
な
い
人
を
探
そ
う

連

載

越
中
史
夜
話
(
第
四
回
)
月
澗
和
向
と
坂
井
源
八
:
:
:
日

最
近
の
県
政
か
ら

O
第
四
次
県
勢
総
合
開
発
計
画
策
定
へ

O
六
月
県
議
会
終
わ
る

O
和
田
川
総
合
開
発
事
業
完
成

富
山
県
の
自
然
⑦

県
定
公
園

「
城
山
・
宮
崎
」

江
戸
時
代
に
入
る
と
十
三
日
は
、

灯
籍
に
火
を
と
も
し
、
門
口
で
迎
え

火
を
焚
い
て
精
霊
を
迎
え
、
祖
先
の

霊
を
祭
っ
た
。

十
五
日
を
中
元
と
い

っ
て
長
寿
を

祝
い
、
十
六
日
は
薮
入
り
と
称
し
て

奉
公
人
は
親
元
へ
帰
る
こ
と
が
許
さ

れ
、
ま
た
、
こ
の
頃
か
ら
孟
蘭
盆
の

問
、
念
仏
を
と
な
え
な
が
ら
、
盆
踊

り
が
行
な
わ
れ
、
時
代
の
流
れ
と
と

も
に
最
近
で
は
、
民
謡
踊
り
や
レ
コ

ー
ド
踊
り
に
変
わ

っ
て
き
て
い
る
。

県
内
で
の
孟
関
盆
は
旧
暦
の
と
こ

ろ
が
多
く
大
半
が
八
月
に
行
な
わ
れ

て
い
る
。
(
日
本
百
科
大
事
典
か
ら
〉

じ

〈
グ
ラ
ビ
ア

V
道
路
工
事
急
ピ
ッ
チ
・
立
山
道
路

像

この鋳銅神像は、霊峰立山のご神体として鎌倉時代から鎮座

ましましたので、あるが、明治初年の廃仏棄釈、神仏分離の際に

仏像と間違われて降し、 僧侶風の人物に買いとられたといわれ

ていた。

以来70年間、この神像の行方は分らなか った。所在が判明し

たのは昭和15年、国の重要美術品に認定されたことが紹介さ

れ、愛知県にあることがわかった。

立山芦併寺の有志が幾度か名古屋の所有者を訪ね、譲り受け

の折衝をしたが、話はまとまらなかった。

その後、昭和42年 7月、突然東京のある人から神像が外人に

買いとられ、まさに外国に渡ろう としていることが吉田知事の

耳に入り、関係者、美術家などの協力を得て約 100年ぶりに郷

土に帰ったものである。

神像は、 3，00M;の頂上に杷られたためか、地獄谷の硫黄ガス

のためか、神体に彫刻された銘文はさびて大変よみにくいが、

正面の胸に「立山神像」と彫ってあり、立山のご神体であるこ

とを示し、 続いて、地獄はじめ六道に迷っている民衆のために

如法経六部を書写し、その神体のうちに納めて供養する旨を述

べている。本身本像高は49端。昭和43年4月国の重要文化財に指

定されている。

くも
Eコ
τ7 8月

ぞ)

に}

ざす

チ

完通め

ツ

月

ヒ。

9 

急

路道

事

山

工

-'ー
ムL

プ
ル
ト

I
ザ
ー
に
よ
る
土
捨
て
作
業
V

「
市
の
ま
ま
で
雲
上
へ
」

と
い
う
夢

が
実
現
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
立
山

黒
部
観
光
ル

l
ト
の
一
環
と
し
て
進
め

ら
れ
て
い
る
粧
台
、
美
女
平
間
(
五
、

四
九
一

M
〉
一
般
道
路
建
設
工
事
は
、

七
月
小
旬
に
は

一
応
工
事
用
車
両
が
通

行
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
い
ま
こ
こ
で

は
、
九
月
末
の
完
成
を
め
ざ
し
て
工
事

が
急
ピ
ッ
チ
で
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
立
山
道
路
は
、
完
成
の
あ
か
つ
き

に
は
立
山
黒
部
有
峰
開
発
鯛

(
T
K
A

)
の
民
営
有
料
道
路
と
し
て
、

一
般
の

利
用
に
供
さ
れ
る
も
の
で
、
県
が

T
K

A
か
ら
受
託
施
工
し
て
い
ま
す
。

一
方
、
こ
の
工
事
に
並
行
し
て
、
立

山
県
部
貫
光
州
側

(
T
K
K
〉
の
手
に
よ

っ
て
、
室
堂
、
黒
四
ダ
ム
聞
を
立
山
ト

ン
ネ
ル
、

ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
及
び
地
下
ケ

ー
ブ
ル
で
結
ぶ
工
事
が
四
十
一
年
春
か

ら
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
さ
る
七
月
十

九
日
に
は
す
で
に
黒
四
ダ
ム
と
新
丸
山

を
結
ぶ
地
下
ケ
ー
ブ
ル
が
完
通
し
て
お

り
、
こ
の
全
線
開
通
は
明
年
夏
が
み
こ

ま
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
工
事
が
完
成
し
ま
す
と
、

富
山
方
面
及
び
長
野
方
面
か
ら
の
登
山

客
を
相
互
に
交
流
し
う
る
わ
け
で
、
富

山
か
ら
は
弥
陀
ケ
原
を
経
て
、
標
高
二

千
五
百
対
の
室
堂
ま
で
一
気
に
自
動
車

で
登
り
、
立
山
ト
ン
ネ
ル
、
ロ
ー
プ
ウ

ェ
イ
、
地
下
ケ
ー
ブ
ル
を
利
用
す
れ
ば
、

立
山
、
黒
部
の
景
観
が
ほ
し
い
ま
ま
に

で
き
ま
す
し
、
長
野

・
東
京
方
面
ヘ
抜

け
る
夢
も
か
な
う
わ
け
で
す
。



みんなの県政

子
撫
川
総
合
開
発

森
屋
地
内
に
多
目
的
ダ
ム
を
建
設

子
撫
川
は
、
富
山
県
西
部
、
石
川
県
境
の
標

高
五

O
一
・
七

メ
ー
ト
ル
の
山
を
源
と
し
て
南

々
西
に
流
れ
、
途
中
湯
道
丸
川
と
論
田
川
を
合

流
し
、
小
矢
部
市
内
で
小
矢
部
川
に
合
流
す
る

流
路
延
長
十
八

・
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
流
域
面

積
六
二

・
0
平
方
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
の
県
内
と
し

て
は
比
較
的
小
規
模
な
河
川
で
す
。
河
川
勾
配

は
極
め
て
ゆ
る
や
か
で
、
そ
の
う
え
川
の
面
積

が
小
さ
く
、
屈
曲
も
甚
し
い
た
め
、
従
来
し
ば

し
ば
大
災
害
を
蒙
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

小
矢
部
市
森
屋
部
落
か
ら
約
一

・
0
キ
ロ

メ
ー

ト
ル
上
流
の
地
点
に
高
さ
三
十
六

・
五
メ
ー
ト

ル
、
長
さ
百
十
五

・
0
メ
ー
ト
ル
、
巾
三
十
五

・
五
メ
ー
ト
ル
、
堤
頂
巾
四

・
0
メ
ー
ト
ル
、

総
貯
水
量
二
百
四
十
五
万
ト
ン
の
重
力
式
コ
ン

ク
リ
ー
ト
ダ
ム
を
建
設
し
よ
う
と
す
る
も
の
で

す。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
子
撫
川
の
洪
水
を
調
節
し

て
毎
年
数
回
も
の
災
害
を
防
止
す
る
と
共
に
、

か
ん
が
い
用
水
を
確
保
し
、
面
積
約
二
百
二
十

ヘ
ク
タ
ー
ル
の
水
田
を
ち
る
お
じ
、
ま
た
、
上

水
道
の
水
源
と
し
て
、
一
日
当
り
三
千
八
百
ト

ーホ
γ
+
l

ン
、
工
業
用
水
に
日

量
二
万
七
千
ト
ン
の

給
水
を
あ
わ
せ
て
供

給
し
よ
う
と
す
る
多

目
的
ダ
ム
計
画
で

す。
水
害
や
渇
水
に
悩

ん
だ
り
、
飲
料
水
の

不
足
な
ど
の
問
題
も

こ
の
ダ
ム
が
で
き
上

り
ま
す
と
解
決
さ
れ

る
わ
け
で
す
。

こ
の
よ
う
に
ダ
ム

の
建
設
は
直
接
的
な

効
果
の
ほ
か
観
光
等

間
接
的
な
も
の
を
も
含
め
て
き
わ
め
て
広
い
範

囲
に
お
よ
び
、
流
域
お
よ
び
そ
の
周
辺
住
民
の

社
会
生
活
に
及
ぼ
す
影
響
は
き
わ
め
て
大
き
い

も
の
で
す
。

子
撫
川
ダ
ム
は
、
昭
和
四
十

一
年
度
か
ら
予

備
調
査
と
し
て
地
形
、
地
質
、
水
理
な
ど
の
諸

調
査
を
行
な

っ
て
き
て
い
ま
し
た
が
、
い
よ
い

よ
今
年
度
か
ら
実
施
調
査
と
し
て
国
の
補
助
を

含
め
て
建
設
を
実
施
す
る
の
に
必
要
な
諸
調
査

みんなの県政

少
な
い
耕
地
も
、

毎
年
流
失
し
、
冠
水

の
災
害
を
受
け
、

そ
の
う
え
、
渇
水
期

に
は
例
年
、
用
水
の

不
足
を
き
た
し
て
お

り
、
関
係
者
か
ら
抜

本
的
な
対
策
に
つ
い

て
強
く
要
望
さ
れ
て

い
た
も
の
で
す
。

一
方
、
小
矢
部
市

ダム建設予定地(小矢部市森屋地内〕

第

包

囲

モ
親がまず手本を示そう正しい横断

夏の交通事故防止運動

8月 1日 "-'31日

メ

- 4ー

リ

石
動
埴
生
、
松
沢
、
若
林
の
各
地
の
生
活
用
水

刊

心
に
な
り
が
ち
な
「
鼻
の
健
康
」
の
大
切
な
こ

は
、
上
水
道
と
一
部
各
戸
の
井
戸
水
の
汲
み
上

仰

と
を
思
い
お
こ
し
、
と
く
に
学
童
は
、
鼻
が
悪

げ
に
依
存
し
て
い
ま
す
が
、
地
下
水
老
化
の
た

+

い
と
勉
強
に
さ
し
っ
か
え
ま
す
の
で
、
夏
休
み

め
、
取
水
困
難
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
子
撫

判

中
に
な
お
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

川
総
合
開
発
事
業
に
対
す
る
要
求
が
強
い
も
の

『州

V
台
風
へ
の
心
が
ま
え

で
す
。

h
FM

八
月
か
ら
九
月
末
ま
で
に
は
、
二
つ
や
三
つ

富
山
県
全
体
か
ら
見
て
も
、
こ
の
恵
ま
れ
た

叫.

の
大
き
な
台
風
が
く
る
も
の
と
覚
悟
せ
ね
ば
な

水
資
源
を
最
大
限
に
利
用
す
る
子
撫
川
総
合
関

川州

り
ま
せ
ん
。
日
本
全
体
か
ら
見
れ
ば
、
八
月
に

発
事
業
が
、
一
日
も
早
く
完
成
す
る
こ
と
が
必

噂

要
で
あ
り
ま
す
の
で
関
係
の
方
の
ご
協
力
を
お

中

上
陸
す
る
台
風
が
最
も
多
く
、
特
に
、
西
日
本

願

い

し

ま

す

。

(

河

川
課
)

崎

に
来
襲
し
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、

一
月
下
旬

+

か
ら
九
月
に
か
け
て
は
、
例
年
本
県
に
接
近
す

州

る
台
風
が
多
い
よ
う
で
す
。

何

台
風
対
策
に
つ
い
て
は
、
ど
こ
の
ご
家
庭
で

+

も
十
分
研
究
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
が
、

相

一
番
大
切
な
こ
と
は
、
尊
い
人
命
を
な
く
し
た

巾

り
、
け
が
を
し
た
り
し
な
い
こ
と
で
す
。

+

そ
れ
に
は
、
家
庭
全
体
で
、
必
ず
避
難
の
方

+

法
、
場
所
な
ど
を
よ
く
決
め
て
お
く
こ
と
で

叫

す
。
そ
し
て
二
、
三
回
訓
練
を
や
っ
て
み
る
こ

仰

と
で
す
。
特
に
、
小
さ
い
お
子
さ
ん
や
老
人
の

+

い
る
家
庭
で
は
、
ぜ
ひ
実
行
し
て
下
さ
い
。

加

県
で
は
、
九
月
一
日
に
滑
川
市
で
防
災
訓
練

中
を
行
な
い
ま
す
が
、
市
町
村
で
も
行
な
わ
れ
る

ム?
と
思
い
ま
す
。
そ
ん
な
と
き
に
は
、
必
ず
参
加

+

し
、
真
剣
に
訓
練
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

川

台

風

の
あ
と
始
末
も
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん

ト
が
、
伝
染
病
の
発
生
が
最
も
恐
ろ
し
い
の
で
、

+

保
健
所
な
ど
の
指
示
に
従
っ
て
実
行
し
て
下
さ

+

ぃ。

M
W加
総
天
然
色

行

幸

啓

記

録

映

画

『
両
陛
下
緑
の
富
山
ヘ

』
完
成

県
民
の
聞
に
ス
ポ
ー
ツ
を
振
興
し
て
、そ
の
普
及
と
発
達
を
計
り
、

ア
マ
チ
ュ
ア
ス
ポ
ー
ツ
精
神
の
高
揚
、
健
康
の
増
進
、
明
る
い
生
活

を
目
的
と
し
て
第
二
十
二
回
県
民
体
育
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

と

き

八
月
九
日
(
土
)
十
日
(
日
)
十
一
日
(
月
)

と
こ
ろ

高
岡
市
を
主
会
場
と
し
て
、
富
山
市
、
砺
波
市
、
小
矢

部
市
、
氷
見
市
、
滑
川
市
、
黒
部
市
、
庄
川
町
、
大
門

町
、
上
市
町
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

貸

出

し

一無

料

一

申

込

み

十
分
も
の

- 5ー

現
在
市
町
村
へ
貸
出
し
中
、

一
般
貸
出
し
は
、
八
月
二
十
日
か
ら

富
山
県
庁
総
務
部
総
務
課

(
電
話
富
山
三一

l
l
四
一
一
一
)

富
山
県
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

(
富
山
市
五
福
、
電
話
富
山
三
二

l
六
四
二

O
)

県

体
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し
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自主流通制度のあらま

最
近
、
米
穀
の
需
要
が
緩
和
し
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
米
穀
の
管

理
制
度
が
農
業
と
国
民
生
活
の
安
定
に
、
大
き
な
意
義
を
持
っ
て
い
る
事

実
は
今
も
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
が
、
品
質
の
向
上
を
図
っ
て
消
費
者
の
要

求
に
答
え
つ
つ
、
同
時
に
食
糧
管
理
制
度
を
維
持
し
て
い
く
こ
と
も
大
切

な
こ
と
で
す
。
国
で
は
、
こ
の
よ
う
な
時
代
の
要
請
に
こ
た
え
て
、
政
府

を
通
じ
な
い
米
穀
流
通
の
途
を
開
く
た
め
、
こ
の
ほ
ど
米
穀
の
自
主
流
通

に
関
す
る
法
令
を
一
部
改
正
し
ま
し
た
。
以
下
そ
の
あ
ら
ま
し
に
つ
い
て

説
明
し
ま
し
ょ
う
。

し
て
、
全
国
段
階
に
「
自
主
流
通
協
議
会
」
(

仮
称
)
を
設
け
て
撞
請
を
行
な
う
こ
と
に
な
り

ま
す
が
、
こ
れ
は
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
都
道

府
県
段
階
で
も
設
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

銘
柄
の
検
査

自
主
流
通
の
実
施
に
伴
い
、
銘
柄
の
検
査
を

行
な
い
、
全
国
集
荷
団
体
お
よ
び
全
国
需
要
団

体
の
意
見
を
き
い
て
所
要
の
も
の
に
つ
い
て
銘

柄
を
設
定
し
ま
す
。

政
府
へ
の
売
渡
し
と
の
関
係
は

政
府
は
、
現
行
の
事
前
売
渡
し
申
込
制
を
基

本
と
し
て
い
ま
す
か
ら
、
生
産
者
の
米
穀
を
従

来
ど
お
り
無
制
限
に
買
い
入
れ
ま
す
。
ま
た
、

生
産
者
が
、
指
定
集
荷
業
者
に
自
主
流
通
向
け

の
売
渡
し
を
し
た
も
の
に
つ
い
て
も
、
生
産
者

か
ら
の
申
し
出
が
あ
れ
ば
、
政
府
は
買
い
入
れ

ま
す
。そ

こ
で
生
産
者
は
、
指
定
集
荷
業
者
に
委
託

し
て
自
主
流
通
米
の
売
渡
し
を
す
る
場
合
に

は
、
政
府
以
外
の
者
に
売
り
渡
し
て
は
な
ら
な

い
と
い
う
禁
止
は
解
除
さ
れ
ま
す
が
、
指
定
集

荷
業
者
は
、
自
主
流
通
計
画
に
定
め
た
数
量
以

上
は
売
渡
し
の
委
託
を
受
け
て
は
な
ら
な
い
こ

卸
売
販
売
業
者
か
ら
小
売
販
売
者
へ
は

卸
売
販
売
業
者
お
よ
び
小
売
販
売
業
者
に
対

す
る
購
入
の
割
当
は
、
従
来
の
購
入
割
当
の
実

績
を
勘
案
し
て
行
な
い
ま
す
。
こ
の
場
合
、
卸

売
販
売
業
者
か
ら
小
売
業
者
へ
の
自
主
流
通
米

の
販
売
は
、
購
入
券
に
よ
っ
て
行
な
い
ま
す
。

一
方
、
政
府
所
有
米
は
従
来
ど
お
り
、
卸
売
販

売
業
者
が
買
い
受
け
ま
す
が
、
そ
の
数
量
は
小

売
販
売
業
者
に
販
売
し
よ
う
と
す
る
自
主
流
通

米
の
数
量
を
差
し
引
た
も
の
を
勘
案
し
て
決
め

ら
れ
ま
す
。

自
主
流
通
米
の
流
通
経
路
は

_.....，. 

生
産
者
は
、
生
産
し
た
米
を
、
自
主
流
通
向

け
の
売
渡
し
を
登
録
し
た
指
定
集
荷
業
者
(
県

内
で
は
農
協
が
大
多
数
〉
に
委
託
し
ま
す
。
こ

の
指
定
集
荷
業
者
は
、
そ
の
組
織
す
る
県
集
荷

団
体
に
、
ま
た
県
集
荷
団
体
は
、
全
国
集
荷
団

体
に
、
そ
れ
ぞ
れ
売
渡
し
の
委
託
を
し
ま
す
。

全
国
集
荷
団
体
で
は
、
売
渡
し
の
計
画
を
立

て
て
農
林
大
臣
の
認
可
を
受
け
、
卸
売
業
者
、

ま
た
は
農
林
大
臣
の
指
定
す
る
実
需
者
(
清
酒

製
造
業
、
み
り
ん
製
造
業
、
菓
子
製
造
業
、
米

穀
粉
製
造
業
、
染
色
糊
料
製
造
業
の
各
者
な
ど

〉
に
売
り
渡
し
ま
す
。

こ
う
し
て
卸
売
販
売
業
者
が
買
い
受
け
た
自

主
流
通
米
を
、
小
売
業
者
に
購
入
券
(
購
入
通

帳
)
に
よ
っ
て
売
り
渡
し
ま
す
。

全
国
的
な
自
主
流
通
計
画
の
作
成

全
国
集
荷
団
体
と
、
全
国
需
要
者
団
体
と

は
、
そ
れ
ぞ
れ
自
主
流
通
米
の
供
給
(
販
売
〉

と
需
要
(
購
入
)
に
つ
い
て
の
希
望
を
と
り
ま

と
め
、
相
互
に
協
議
を
し
て
自
主
流
通
米
の
取

引
に
つ
い
て
の
め
ど
を
立
て
ま
す
。

ま
た
、
自
主
流
通
米
の
流
通
を
円
滑
に
す
る

た
め
、
生
産
者
側
と
需
要
者
側
の
協
議
機
構
と

- 6ー

配

給

画

...-

" 

米般の自主 流通 の経路図

'----
{J 

小
売
業
者
か
ら
消
費
者
へ
は

消
費
者
へ
の
配
給
割
当
は
、

一
人
一
カ
月
当

計

り
十
五
話
。
自
主
流
通
米
は
、
割
当
数
量
の
範

囲
内
で
需
要
に
応
じ
て
購
入
券
に
よ
っ
て
売
渡

し
が
で
き
ま
す
。

自
主
流
通
米
の
価
格
は

生
産
者
の
卸
売
業
者
等
に
対
す
る
販
売
価
格

や
、
卸
売
販
売
業
者
の
小
売
業
者
に
対
す
る
販

売
価
格
、
小
売
業
者
か
ら
消
費
者
へ
の
販
売
価

格
は
特
に
規
制
さ
れ
ま
せ
ん
。
つ
ま
り
、
自
主

流
通
米
の
価
格
は
、

一
様
な
も
の
で
は
な
く
な

る
わ
け
で
す
。

一
方
、
政
府
か
ら
売
り
渡
す
も
の
に
つ
い
て

は
、
従
来
通
り
の
物
価
統
制
令
に
よ
る
価
格
規

制
が
行
な
わ
れ
ま
す
。

な
お
、
政
府
か
ら
売
り
渡
す
も
の
と
自
主
流

通
米
の
混
同
防
止
の
た
め
、
販
売
台
帳
の
整
備

と
業
務
監
査
に
力
が
注
が
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
α

- 7ー
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農
林
漁
業
推
進
の
た
め
に

農家のみなさんへ

農
林
漁
業
の
推
進
を
図
る
た

め
、
県
及
び
国
で
は
、
各
種

の
貸
付
資
金
を
用
意
し
て

お
り
ま
す
。
先
月
号
で

は
、
農
業
近
代
化
資

一
金
、
農

ω
産

務

〉
一
業
改
良

く

水

林

江
一
資
金
、

紙

業

地

一
そ
一
農
業
後

輪

農

農

(
一
継
者
育

-t

-

一
成
対
策

資
金
、
畜
産
振
興
資

金
に
つ
い
て
紹
介
し
ま

し
た
が
、
今
月
は
、
そ
の

他
の
資
金
で
す
。
ど
う
ぞ
積

極
的
に
ご
利
用
下
さ
い
。

働…一-_....._.....一… 一 同士明暗門司

貸付金額の限度

|明の8割

融資残高を通算してつぎのいずれか低

①票制の8割
(言)200万円
ー遍筑波認を通算じ'-{ろeぎのじずれか低

81実質35A
法人1.000万円

|個人 l∞万円
法人 400万円

|個人 ω段業生産法人 40∞0万円
段協、設事組合法人1.200万円
融資残高を通算してつぎのいず玩か低

議業費の日1/
晶画5段経営個人 250万円
v 一 法人1.000万円
l勾用牛経営個人 200万円

法人 800万円
|川叫し額21詰設当り30万円

事費の 8¥l;1/ 

有1il幼事業
事業ままの 8割
非補助事業
融蛍残嵩を通算してつぎのいずれか低

錯そjJjの 8割
!固 200万円
法人 1.000万円口円(災害50万円〕

法人 250万円

年
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3年
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、
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座
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F

、dp

、d

分

分

内‘u

内‘JV

25年

5分5厘
E生業を営む個人

農業生産法人

資金の種類| 貸付対象事業 貸付の相手方 |利率(年利) I償還期限|据置期間| 貸付金額の限 度

森組、同連合会、農協
3分5厘

25年以内
林業経営

@E曜p幼買育原林則全得令は資迄資のf等とこ金人林対金のし工育のてし林林林たて、め王の然土下地種の取繍整再林
(~、ずれも林業を営む者 一時払い
に転貸する場合に限る〉 .......................-..--....... ..・_...........................ー..........・・・ー・・・・..... 100万円

改善資金 令行な8年ラ保を育超え、保る護人、 林業を営む者
5分

20年以内

一時払い

人工植栽、補植、播種
最高天然下種補整 森組、同連合会、農協、

補規諸設助模置事1島0業品h1a以5下分分255 厘厘 (事業費一補助金)xO.8 造林資金 森林の保育、保護、保全の育林 30年以内 20年以内
(原則として林令8年以下〉 会社、個人 最低

5厘
H牛 10万円…11'J11i1'lJ!tl<olt"'ii!<Jl!''''J!t.lIilifl醐伺

結j苗養成施設の改良、造成、取得中小企業協組 非補助 5分 15年以内 5年以内 費一補助金)xO.8
施設資金 樹苗養成の事業を営む.者災害復旧5分 I I I 1 {!T 10万円

自動率道、牛馬車道、軌道、索道 森組、同連合会、農協

古離敏書す室業iZ分縮55厘厘

②@最(事(高借業入費者一負国担補額助x金0).×80〉.8 林道資金 中小企業協組、会社、個 20年以内 3年以内
流道路及びそれらの附帯施設

人
最10低万円

、昨

， 

平μ官他霊林負F相の業傷あrハ続僚f広共経てた資同営苦負よるこ金期め主賃債り言続の金及必のも地要人びを望整世理の相公と相す耕続庫に員続、以ある資外分が医て金の疾療かる譲病資資ら躍又金語金をは等り

森組ょ同連.合会、農協

林業経営 (~、ずれも林業を営む者 20年以内
i 世帯

に転貸する場合に限る〉 S分
30万円以内

維持資金
一時払い

林業を営む者

代採調整判報部組用伐剣叫の 13bii普段る) 1 5分 |理tn| lm万円

護霊裂 212;ziizbE弘霊長:E2|鶏担鴎?鎚小企|建復|日 ;ziE120年以内 13年以内 ;抗措助金)x 0.8 

一定l ベ昨帥I3年刷i許容開。副長組合を除く〉であって常
災害.復旧資金による施設の復旧、補修 席従業員30人以下

|伊1襲f蟻林議様織梶事f毎業詰擢に器臨よる露軒〉話論品品拡脳刷主品叫A計I讐静?預持劃農晶恥h削山IJcL-C~ll: ì:.1 吋 15年同 I 3年同 11計ii:!?08

みんなの県政

農林漁業金融公庫資金 (林業関係〉

|資金の健途|弘利ず|償還期限| 貸付の限度貸 付 の. 相 手 方

減収率30%以上 種苗、肥料、 飼料、薬剤、
6分5厘 3~7年 個人20万円被害農業者

損失率10%以上 段機具 (5万円以下)家
果家畜樹栽飼培養者者}50万門

ja -. 1S 

損失率50%以上 畜、家きんの購入資金、
3分 6 ~7 年 法人250万円

-f ・
特別被害農業者

労賃、水利費等(開拓者は30%以上)

漁具購入資金1，000万円林産物の損失率10% 薪炭原木、しいたけほだ 6分5厘 3~4年被害林業者
林産施設の損失率50% 木の購入資金、炭がま構経営資金
林産物の損失率50%以上 築資金等

3分 3~5 年特別被害林業者
林産施設の損失率70%以上‘尽

漁業による損失率10%以上 漁具、稚貝、稚魚、餌料、 6分5厘 6 年被害漁業者
漁船、漁具の損失率50%以上 漁業用燃油等の購入資金

漁業による損失率50%以上 等
3分 6 年特別被害漁業者

漁船、漁具の損失率70%以上

被害を受けた肥料、生産 500万円被害虫林漁業協同組合 施設、在庫品等で著しい被害
物等の在庫品の補てんに 6分5厘 3 年

事業資金

充てる資金
1，000万円

同 連 lロL 会 をうけたもの

3年

3分5厘

6分5座

5分

非補助事業

補助事業

t~ 業構造改善

事業推進資金

(J 

金資災天

一

一
一

|利率(年利)ー償還期限|据置期間| 貸付金額の限度 i i B分 110 年 I 2 年 1事業費の 8割 | 
I 10 年 ¥ 3 年 | 次のいずれか低い額

5 年 I 1 年 |箆fft語、別に定めない
15 年 3 年 ¥@むについては100万円

1-1 年 1 (Sについては50万円
-事業費の7割

1 年

2 年

3 年

30万円

と四
| 次のいずれか低い額
|①事業費の7割

|②100万円

I 10万円

年 |事業費の7割
I ixのいずれか低い額
|記事業貨の 8劉

年

信連要綱資金
| 狩令使途資金 の種類~ 軍i土地改良 資金 i開成区画整理災害復旧事業等

1 (1)共同利用施設

@個h経営

の住宅取得

@住宅改善

③耐久消費材

@教育

①医療厚生

| 訴!J10if-_I 
@住宅の造成、改良 ¥_7分8厘 I~ 年

力 I I 

@かや葺屋根の改築 I 7分5厘 I 10 年
。台所、浴室、便所の改築

年

7分 5厘ー一一一
農村生活改善資金

し

- 8一- 9ー
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みんなの県政

家
庭
に
も
入
り
込
む

ア

メ

リ

カ

シ

ア
メ
ト
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
、
耳

な
れ
ぬ
方
が
あ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
街
路
樹
、
農
作
物
を

貧
欲
に
食
い
荒
し
て
い
る
怪
物

の
正
体
が
こ
れ
で
す
。

最
近
は
、
家
庭
の
庭
木
に
ま

で
忍
び
こ
ん
で
い
ま
す
か
ら
、

と
て
も
他
人
事
と
い
っ
て
は
お

ら
れ
ま
せ
ん
。

す

ご

い

大

食

漢

八
月
は
緑
の
大
敵
ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
の

第
二
世
代
(
第
二
回
目
〉
の
防
除
の
時
期
で
す
。

初~~あなTこのコーす- ~抑協働側仰， あなTこのコーす一 切協働協~協W'~

あ
な
た
の
コ
ー
ナ
ー

s
ss
s
s
s
s
sミ

ロ

ヒ

ト

リ

こ
ぞ
っ
て
、
も
れ
な
く
防
除
し
ま
し
ょ
う
。
第

二
世
代
の
発
生
被
害
は
き
わ
め
て
激
甚
で
、
放

っ
て
お
く
と

み
な
さ
ん
の
大
切
な
庭
木
や
樹

木
、
ま
た
農
作
物
を
丸
坊
主
に
し
て
枯
ら
す
ば

か
り
で
な
く
、
み
な
さ
ん
の
家
の
中
ま
で
入
り

こ
ん
で
く
る
大
変
厄
介
な
害
虫
で
す
。
こ
の
虫

は
極
端
な
雑
食
性
で
、
樹
木
野
菜
各
種
の
雑
草

な
ど
広
い
範
囲
の
植
物
を
た
ベ
る
大
変
な
大
食

漢
で
す
が
、
や
は
り
好
み
が
あ
り
ま
す
。
サ
ク

ラ
、
プ
ラ
タ
ナ
ス
、
ク
ワ
、
ヤ
ナ
ギ
が
そ
れ
で

す
。
だ
か
ら
成
虫
が
産
卵
す
る
植
物
は
、
サ
ク

ラ
、プ
ラ
タ
ナ
ス

、
ク
ワ
、
ヤ
ナ
ギ
な
ど
の
何
種

類
か
に
限
ら
れ
ま
す
。
ま
ず
最
初
に
こ
れ
ら
の

植
物
の
葉
を
す
っ
か
り
食
い
つ
く
し
て
か
ら
周

辺
の
い
ろ
い
ろ
な
植
物
に
移
動
す
る
の
で
す
。

そ
し
て
周
辺
の
植
物
も
手
あ
た
り
次
第
に
食
べ

ら
れ
て
し
ま
う
の
で
す
。
ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト

リ
が
食
べ
な
い
植
物
は
マ
ッ
、
ス
ギ
、
ソ
テ
ツ

な
ど
極
め
て
わ
ず
か
な
も
の
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。

街路樹の消毒

防

除

の

コ
、y

防
除
の
コ
ツ
と
い
え
ば
、
早
め
に
見
つ
け
る

こ
と
。
小
さ
い
幼
虫
が
か
た
ま
っ
て
巣
を
つ
く

っ
て
い
る
こ
の
時
期
に
被
害
葉
や
被
害
技
を
切

り
と
っ
て
燃
や
す
な
り
、
足
な
ど
で
す
り
つ
ぶ

す
こ
と
で
す
。
こ
の
時
期
を
に
が
す
と
幼
虫
が

大
き
く
な
っ
て
分
散
す
る
の
で
、
薬
剤
防
除
よ

り
方
法
が
な
く
効
果
的
な
防
除
は
困
難
と
な
り

ま
す
。
ま
た
防
除
は
町
内
会
や
自
治
会
等
で
こ

ぞ
っ
て
一
斉
に
防
除
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
、

一
人
で
も
防
除
し
な
い
と
、
そ
こ
が
発
生
源
と

な
っ
て
、
ま
た
周
辺
に
広
が
り
ま
す
。
地
域
で

あ
な
た
の
コ
ー
ナ
ー

sssssss§
建設

一

聞

こ

う

、
知
ろ
う
、
確
か
め
よ
う
…

こ
ん
な
場
合
ど
う
し
た
ら
?
こ
れ
は
な
ん
と
か
な
ら
な
い

か
:
:
;
こ
の
ベ

l
ジ
は
、
み
な
さ
ん
の
ご
質
問
に
お
答
え
す
る

「
あ
な
た
の
コ
ー
ナ
ー
L

で
す
。
ど
ん
な
こ
と
で
も
気
軽
に
お

問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

あ
て
先
は

富
山
市
新
総
曲
輪
一
番
七
号

富
山
県
庁
相
談
室

答

あ
な
た
の
よ
う
な
地
区
に
は
、
従
来
高
度

集
団
栽
培
促
進
事
業
で
高
性
能
の
ト
ラ
ク
タ
ー

や
防
除
機
、
収
穫
機
械
な
ど
の
導
入
を
す
す
め

て
き
ま
し
た
が
、
こ
の
事
業
は
四
十
四
年
度
で

な
く
な
り
ま
す
し
、
今
年
の
個
所
づ
け
も
決
定

ず
み
で
す
。

た
だ
補
助
事
業
の
か
わ
り
に
融
資
事
業
で
次

の
も
の
が
あ
り
ま
す
の
で
、
く
わ
し
い
こ
と
は

県
農
政
課
ま
た
は
地
区
の
農
業
改
良
普
及
所
に

お
尋
ね
下
さ
い
。

改
良
資
金
と
し
て
集
団
的
技
術
共
同
導
入
事

業
で
一

O
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
の
集
団
栽
培
を
す

る
団
体
が
生
産
性
を
高
め
る
た
め
、
農
業
機
械

を
導
入
す
る
資
金
(
一

0
ア
ー
ル
当
り
二
万
六

二
五

O
円
の
標
準
事
業
費
の
う
ち
七
割
)
を
無

利
子
五
カ
年
均
等
償
還
で
借
り
入
れ
る
こ
と
が

み んな の県政

で
き
ま
す
。

近
代
化
資
金
と
し
て
、
ト
ラ
ク
タ
ー
、
防
除

機
、
バ
イ
ン
ダ
ー
、
自
脱
型
コ
ン
バ
イ
ン
、
田

植
機
の
導
入
に
つ
い
て
年
利
五
分
二
厘
で
融
資

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
融
資
一
覧
表
は
、
本
誌
先
月
号
に
掲

載
し
て
あ
り
ま
す
か
ら
ご
覧
下
さ
い
。

答

保
安
林
は
、
森
林
の
持
つ
い
ろ
い
ろ
な
は

た
ら
き
を
国
土
保
全
の
た
め
に
活
用
す
る
こ
と

を
目
的
と
す
る
も
の
で
す
。
で
す
か
ら
そ
の
指

定
す
る
目
的
に
よ
っ
て
必
要
最
少
限
の
制
限
は

あ
り
ま
す
。

い
ま
、
県
が
す
す
め
て
い
る
保
安
林
の
指
定

は
、
国
の
法
律
に
も
と
ず
い
て
行
な
っ
て
い
る

も
の
で
、
四
十
年
か
ら
六
か
年
に
県
内
の
民
有

申
し
合
わ
せ
、
み
ん
な
で
防
除
す
る
こ
と
が
最

も
強
力
な
防
除
方
法
と
い
え
ま
し
ょ
う
。
同
時

に
不
要
な
樹
木
は
切
り
捨
て
る
よ
う
に
。

未
発
生
地
も
安
心
で
き
な
い

ア
メ
リ
カ
シ
ロ

ヒ
ト
リ
の
侵
入

は
、
虫
自
身
の
移

動
に
よ
る
例
も
あ

り
ま
す
が
、
遠
距

離
へ
の
移
動
は
荷

物
に
つ
い
て
運
ば

れ
る
場
合
が
多
い

よ
う
で
す
。
ま
た

わ
る
い
こ
と
に
こ

の
虫
は
幼
虫
が
成

長
す
る
と
木
の
洞

や
割
れ
目
な
ど
に

も
ぐ
り
こ
ん
で
、

そ
こ
で
サ
ナ
ギ
に

な
っ
て
ひ
そ
む
性

質
が
あ
り
ま
す
。

従
っ
て
発
生
地
と

荷
物
の
交
流
が
多

い
駅
や
工
場
な
ど

に
最
初
に
発
生
し

て
新
し
い
地
域
に

ひ
ろ
が
る
例
が
し

ば
し
ば
起
き
て
い

ま
す
。
未
発
生
地

の
み
な
さ
ん
も
安

心
さ
れ
る
こ
と
な

く
、
こ
の
虫
の
侵

入
に
十
分
注
意
し

て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

(
農
産
課
)

心

林
二
万
五
千
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
対
象
と
し
て
い
ま
川

す

。

川

木
を
伐
り
さ
え
し
な
け
れ
ば
、
指
定
を
受
け
酬

な
く
と
も
よ
い
で
は
な
い
か
と
の
考
え
方
も
あ
川

り
ま
す
が
、
や
は
り
山
全
体
の
保
全
の
た
め
に
附

は
保
安
林
の
方
が
よ
り
効
果
的
で
す
。
ま
た
、

介

い
ま
県
が
み
な
さ
ん
に
指
定
を
受
け
る
よ
う
お

紹

願
い
し
て
い
る
森
林
は
、
水
源
か
ん
養
を
目
的

!

と
す
る
保
安
林
で
あ
り
ま
す
の
で
、
特
別
の
場

R

合
を
除
き
禁
伐
や
択
伐
の
制
限
は
あ
り
ま
せ

機

ん
。
ま
た
、

一
団
地
二
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
ま
で
の

先

皆
伐
も
認
め
ら
れ
て
お
り
、
制
限
は
最
少
限
の

出

も
の
で
す
。

な
お
、
保
安
林
に
指
定
さ
れ
ま
す
と
固
定
資

の

産
税
、
不
動
産
取
得
税
等
も
減
免
さ
れ
、
ま
た

国

造
林
補
助
金
の
増
額
や
、
希
望
に
よ
っ
て
は
保
川

安
林
改
良
事
業
、
公
団
造
林
の
実
施
等
も
可
能
川

と
な
り
ま
す
。

保
安
林
は
、
造
林
の
推
進
上
か
ら
も
利
点
が
川

多
い
こ
と
を
ご
理
解
い
た
だ
き
ご
協
力
を
お
願

酬

い
い
た
し
ま
す
。

川

正午に 八月十五

獣。主う主 自Iま

を 富山県全
い 国
た

まししうよ 戦没追悼者式

機構紹介 川川川川川川川川川川 川川 l

商
工
労
働
部

職

業

訓

練

課

昭
和
三
十
三
年
、
職
業
訓
練
法
施
行
と
同

時
に
発
足
し
て
十
一
年
目
、
そ
の
問
、
公
共

職
業
訓
練
に
よ
る
若
年
技
能
労
働
者
の
養
成

と
中
高
年
令
者
の
転
職
訓
練
、
事
業
内
職
業

訓
練
、
技
能
検
定
の
推
進
な
ど
に
努
め
て
き

ま
し
た
。
現
在
職
業
訓
練
施
設
の
数
、
職
種

数
と
人
口
当
り
訓
練
生
数
は
、
全
国
で
も
上

位
で
す
。

県
立
職
業
訓
練
所
は
、
十
二
カ
所
の
高
等

技
能
学
校
(
一
年
制
)
と
職
業
訓
練
セ
ン
タ

ー
〈
六
カ
月
制
転
職
訓
練
専
門
機
関
)
一
カ

所
で
す
。
年
間
延
五
十
四
職
種
、

一
千
五
百

名
に
訓
練
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
中
卒
生
の

減
少
に
対
処
し
、
高
卒
生
の
入
校
を
勧
め
、

自
動
車
整
備
、
機
械
科
な
ど
の
志
望
が
ふ
え

て
い
ま
す
。
ま
た
、
定
時
制
課
程
も
設
け
て

い
ま
す
。

事
業
内
訓
練
で
は
十
五
カ
所
(
訓
練
生
約

千
名
)
の
単
独

・
共
同
訓
練
所
(
三
年
制
〉

に
資
金
的
、
技
術
的
援
助
を
す
る
ほ
か
、
監

督
者
訓
練
な
ど
も
行
な
っ
て
い
ま
す
。

技
能
向
上
の
目
標
と
す
る
技
能
検
定
は
年

々
拡
大
し
、
県
下
の
一

、
二
級
技
能
士
の
称

号
者
は
、
五
千
余
名
に
及
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
雇
用
促
進
事
業
団
立
の
総
合
職
業

訓
練
所
(
二
年
制
〉
も
、
高
岡
と
魚
津
に
設

置
さ
れ
、
延
十
二
職
種
、
三
百
名
が
入
所
し

て
い
ま
す
。

「
頭
と
腕
」
を
兼
ね
備
え
た
新
タ
イ
プ
の

技
能
者
を
育
て
る
職
業
訓
練
行
政
は
、
深
刻

化
す
る
技
能
労
働
力
不
足
下
に
、
い
よ
い
よ

質
的
飛
躍
の
緒
に
つ
こ
う
と
し
て
い
ま
す
。
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農
林
省

富
山
食
糧
事
務
所

県
内
の
農
家
が
丹
精
こ
め
て
実
ら
せ
た
米

は
、
こ
の
食
料
事
務
所
を
通
じ
て
政
府
が
一

括
買
い
上
げ
て
い
る
。

昨
年
、
県
内
で
の
政
府
買
い
上
げ
量
は
三

十
万
ト
ン
。
四
百
二
十
六
億
円
が
こ
の
事
務
所

の
手
を
経
て
農
家
の
ふ
と
こ
ろ
に
お
さ
ま
っ

た
。
米
を
買
い
上
げ
る
際
、
こ
こ
の
検
査
官

の
検
査
で
、
米
は
一
等
か
ら
五
等
ま
で
の
等

級
が
つ
け
ら
れ
る
。
む
ろ
ん
一
等
米
は
高
く
、

調
整
作
業
の
良
い
米
で
あ
る
。
職
員
四
百
七

十
七
名
の
う
ち
、
四
百
三
十
名
が
検
査
官
の

資
格
を
持
ち
、
八
月
末
か
ら
十
月
に
か
け
て

検
査
に
当
る
。

-13一

こ
う
し
て
買
い
上
げ
た
米
だ
が
、
こ
こ
で

も
全
国
的
な

か
米
の
ダ
ブ
ツ
キ
d

の
例
外
で

は
な
く
県
内
七
百
の
政
府
指
定
倉
庫
は
超
満

員
。
梅
雨
を
二
度
越
し
た
米
も
あ
る
と
か
で
、

頭
が
痛
そ
う
。

お
ま
け
に
都
会
の
消
費
者
は
、
米
の
味
に

敏
感
で
、
富
山
県
の
米
に
対
す
る
注
文
も
多

四
十
二
年
産
米
は
、
十
六
万
ト
ン
を
関
西

方
面
や
各
地
の
消
費
地
に
送
り
込
ん
だ
。

米
の
ほ
か
、
小
麦
、
な
た
ね
、
ワ
ラ
工
品

を
扱
う
が
、
な
ん
と
い
っ
て
も
米
が
圧
倒
的

に
多
い
。
食
糧
庁
に
所
属
し
、
県
内
に
八
支

所
、
四
十
五
の
出
張
所
を
持
っ
て
い
る
。

所
在
地
は
、
富
山
市
白
銀
町
8
の
9
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く

り

産
業
経
済
の
発
展
の
カ
ギ
は
道
路

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
今

回
は
過
疎
問
題
が
さ
け
ば
れ
て
い
る

お
り
か
ら
、
山
村
辺
地
発
展
の
た
め

に
、
馬
車
さ
え
通
ら
な
か
っ
た
道
路

を
自
力
で
整
備
し
て
現
在
で
は
、
普

通
車
両
の
通
行
を
可
能
に
し
、
今
春

道
路
愛
護
で
県
知
事
か
ら
表
彰
さ
れ

た
八
尾
町
谷
折
に
住
む
竹
原
銀
松
さ

ん
(
四
八
才
)
を
訪
ね
た
。

八
尾
町
か
ら
約
十
キ
ロ
入
っ
た
祖
父

岳
の
中
腹
に
あ
た
る
と
こ
ろ
が
谷
折

「け

引
|

引

」
と
か
く
小
さ
な
大
は
世
界
が
皆
手
と
手
を
取
り
合
一

一
・;

(

一
部
落
で
は
、
い
ざ
っ
て
進
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
万
事
一

一
杢
↑
口
路

一

一
「
I
l
l
i
-
-
こ
ざ
が
多
い
よ
う
が
ス
ム
ー
ズ
に
進
む
と
思
い
ま

で
す
が
、
私

の

部

落

で

は

、

大

変

す

。

一

一
楽
し
く
や
っ
て
お
り
ま

I
l
l
1

最
近
山
間
辺
地
か
ら
一

一
す
。

何
事
も
「
和」

が

司

日

=

離
農
し
て
都
会
へ
出
る
一

一
一
番
大
切
だ
と
思
う
。

=
手
↑

L

方
も
多
く
見
受
け
ま
す
一

一
こ
の
道
路
に
し
て
も
そ

I
l
l
1

が
、
私
達
は
、
部
落
ぐ
一

一
う
で
す
。
私
一
人
で
出
来
る
訳
が
る
み
で
今
後
と
も
相
互
に
協
力
し
一

一
あ
り
ま
せ
ん
。
み
ん
な
の
協
力
が
て
、
山
に
木
を
植
え
道
路
を
守
っ

一
あ
っ
て
こ
そ
完
成
に
つ
な
が
っ
た
て
い
き
ま
す
」

と
語
る
口
調
は
力

の
だ
と
思
う
。
小
は
家
庭
か
ら
、

強
か
っ
た
。

自
分
一

人
の
花
で
は
な
い

採

取

で

き

な

い

CI  

I司

千
寿
ケ
原
を
経
て
室
堂
、
立
山
の

真
下
を
貫
い
て
黒
四
ダ
ム
を
結
ぶ
、

い
わ
ゆ
る
立
山
ル
l
ト
の
開
削
工
事

は
、
い
ま
急
ピ
ッ
チ
で
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
そ
し
て
、
早
く
も
九
月
に

は
桂
台
、
美
女
平
間
の
自
動
車
道
が

完
成
し
、
立
山
の
懐
、
室
堂
ま
で
自

家
用
車
で
行
け
る
よ
う
に
な
り
、
ま

山

植

物

は

げ

む
部
落
。
七
月
初
旬
と
い
う
の
に
ウ
グ

イ
ス
が
鳴
き
、
冷
た
い
風
が
頬
を
な

で
る
。

語
り
、

「
私
が
復
員
し
て
き
た
頃
、

こ
こ
は
ヒ
ゲ
板
(
板
茸
き
屋
根
の
材

料
)
の
産
地
で
し
て
、
そ
の
ヒ
ゲ
板

の
材
料
を
よ
く
部
落
の
人
達
と
町
ま

で
細
い
道
を
背
負
っ
て
出
た
も
の
で

す
。
私
は
そ
の
時
、
こ
れ
で
は
い
か

ん
、
何
と
か
馬
車
や
自
動
車
が
通
れ

る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
と
思
っ
て
」

と
道
づ
く
り
の
き
っ
か
け
を
語
る
。

丁
度
、
竹
原
さ
ん
は
植
林
の
下
刈

り
か
ら
帰
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。

ま
ず
、
昔
話
か
ら
「
私
の
先
祖
は
約

五
百
年
前
に
飛
弾
か
ら
引
越
し
、
こ

の
山
に
住
み
つ
い
た
と
伝
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
当
時
は
五
軒
で
し
た
が
、

現
在
で
は
三
軒
に
な
り
ま
し
た
」
と

美
し
い
花
を
咲
か
せ
る
シ

ャ
ク
ナ
ゲ

や
チ
ン
グ
ル
マ
等
を
目
の
前
に
す
れ

ば
、
つ
い
心
な
い
人
達
に
よ
っ
て
毎

年
荒
ら
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

高
山
を
彩
る
こ
れ
ら
の
植
物
は
一

人
だ
け
の
も
の
で
は
な
い
の
で
す
。

つ
、
ぎ
つ
ぎ
と
や
っ
て
く
る
人
達
も
同

じ
よ
う
に
楽
し
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
小
さ
な
一
本
の
ハ
イ
マ
ツ
で

も
数
十
年
の
歳
月
を
経
て
育
っ
て
き

て
い
る
の
で
す
。
ま
し
て
、
現
在
の

状
態
に
な
る
ま
で
に
は
、
も
っ
と
長

い
歳
月
を
経
て
い
る
も
の
が
多
い
の

で
す
。一

人
が
た
つ
た
一
本
取
る
だ
け
で

も
、
七
十
万
人
が
登
れ
ば
七
十
万
本

失
な
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
す
。

そ
し
て
、
植
物
は
環
境
に
よ
っ
て

非
常
に
影
響
を
受
け
る
も
の
で
す
か

ら
、
そ
の
生
え
て
い
る
場
所
だ
か
ら

こ
そ
、
そ
の
植
物
が
現
在
の
状
態
で

存
在
し
て
い
る
の
で
す
。
現
在
の
状

態
が
最
も
美
し
い
形
な
の
で
す
。
そ

の
植
物
だ
け
を
下
界
に
持
ち
帰
っ

て
現
在
の
美
し
さ
を
期
待
す
る
の

は
無
理
と
い
う
も
の
で
し
ょ
う
。

例
え
ば
、
日
本
の
エ
ー
デ
ル
ワ

イ
ス
と
い
わ
れ
る
ウ
ス
ユ
キ
ソ
ウ

を
、
家
の
庭
先
に
植
え
て
み
て
も

パ
ラ
や
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
協
に
お

い
て
は
雑
草
と
同
じ
よ
う
に
し
か

見
え
な
い
も
の
で
す
。
や
は
り
ウ

ス
ユ
キ
ソ
ウ
は
荒
々
し
い
岩
礁
地

みんなの県政

た
、
昭
和
四
十
五
年
夏
に
は
立
山
ル

ー
ト
が
全
線
開
通
の
予
定
に
な
っ
て

い
ま
す
。

つ
ま
り
、
額
に
汗
す
る
こ
と
な
く

三
千

M
の
壮
観
な
山
岳
に
接
す
る
こ

と
が
で
き
る
こ
と
に
な
り
、
県
内
外

か
ら
大
勢
の
観
光
客
が
や
っ
て
来
る

こ
と
で
し
ょ
う
。
し
か
し
心
配
さ
れ

る
の
は
観
光
客
の
中

に
植
物
を
持
ち
帰
る

人
が
い
な
い
か
と
い

う
こ
と
で
す
。

私
達
は
、
美
し
い

も
の
に
憧
れ
、
欲
す

る
の
が
常
。
風
雪
に

耐
え
、
根
を
張
っ
て

い
る
ハ
イ
マ
ツ
や
、

そ
れ
か
ら
竹
原
さ
ん
の
道
路
づ
く

り
が
始
ま
っ
た
。
巾
員
を
拡
張
し
た

り
、
崩
れ
た
カ
所
に
は
石
垣
を
築

き
、
砂
利
を
ま
い
た
。
全
部
自
費
で

や
っ
て
き
た
。
そ
の
間
部
落
の
人
の

協
力
と
町
の
協
力
も
見
逃
が
せ
な
か

っ
た
と
誤
る
。υ j 

八
月
十
七
日
は
家
庭
の
日

家
族
み
ん
な
で
話
し
合
い

楽
し
み
あ
お
う

そ
し
て
三
十
一
年
に
は
待
望
の
自

動
車
が
通
れ
る
ま
で
に
な
っ
た
。

木
炭
や
材
木
が
次
つ
ぎ
と
運
こ
び

出
さ
れ
て
い

っ
た。

「
私
の
道
楽
は
、
木
を
育
て
道
路

を
守
る
こ
と
で
す
」
と
語
ら
れ
る
と

お
り
、
造
林
に
つ
い
て
も
部
落
や
他

部
落
の
先
頭
に
立
っ
て
ハ
ゲ
山
を
緑

に
し
て
来
た
人
で
も
あ
る
。

な
か
な
か
出
来
な
い
こ
と
で
す
ね

と
た
ず
ね
る
と
、
「
私
一
人
の
力
で

は
決
し
て
な
い
の
で
す
。
部
落
の
方

の
協
力
と
町
当
局
、
有
志
の
方
の
協

力
あ
っ
て
こ
そ
で
す
。
自
分
達
の
た

め
に
当
り
前
の
こ
と
を
し
て
い
る
ま

で
で
す
。
現
在
の
世
の
中
は
人
に
頼

り
過
ぎ
る
と
思
い
ま
す
。
自
分
の
力

で
や
っ
た
も
の
な
ら
、
補
修
に
も
力

が
こ
も
る
も
の
で
す
。
そ
れ
が
誰
か

が
や
っ
て
く
れ
る
だ
ろ
う
で
は
何
事

も
完
成
し
ま
せ
ん」

と
チ

ョ
ッ
ピ
リ

現
世
を
批
判
。

最
近
も
な
お
、
月
に
二
回
は
、
道

路
愛
護
に
精
を
出
す
と
い
う
竹
原
さ

ん。
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私
達
も
一
人
一
人
が
こ
の
よ
う
な

気
持
ち
で
働
き
、
よ
り
豊
か
な
県
土

を
築
こ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

富
山
県
の
文
化
財

③

馬

瀬

口

の

大

サ

ル

ス

ベ

リ

(県
指
定
天
然
記
念
物
)

川

川
上
新
川
郡
大
山
町
馬
瀬
旦
二

O
五

で

、
わ
が
国
で
は
観
賞
用
と
し
て

川

天

満

宮

植

え

ら

れ

、
樹
皮
の
コ
ル
ク
層
が

川

天
満
宮
境
内
に
あ
っ
て

地

上

別

離

し

て
美
し
い
。
こ
の
地
の
豪

川

川
二
・
六
対
の
と
こ
ろ
で
三
本
の
太
士
、
五
十
嵐
次
郎
左
衛
門
尉
が
そ

州

川
枝
と
な
り
、
次
第
に
分
枝
し
て
、

の
庭
内
に
守
護
神
を
紀
っ
て
い
た

川

川
繁
茂
し
、
幹
に
は
古
木
特
有
の
太

と
伝
え
ら
れ
、
天
正
年
間
に
植
え

川

川
い
癌
を
つ
け
、
切
口
に
は
く
ぼ
み
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

川

川
が
で
き
て
、
他
の
草
木
が
着
生
し
雪
の
多
い
本
県
と
し
て
は
、
め

川

川
て
い
る
。
幹
は
淡
褐
色
で
滑
ら
か
ず
ら
し
く
巨
大
な
老
木
で
あ
る
。

川

川
な
独
特
の
樹
皮
を
示
し
て
い
る
。

川

花
は
、
紅

川

川
色

で

八

月

上

陸

、

川

川
旬
か
ら
咲
き
活
噂

川
始
め
、
九

月

川

川
上
旬
が
盛
り

剛

山
で
花
期
が
長

M

M

川

い

の

で

百

日

川

紅
と
も
呼
ば

川
れ
る
。

掛

川

l

「
サ
ル
ス

川
ベ
リ
」
は
中

J

川

川

国

が

原

産

地

川

を

F

川

か
れ
ん
で
あ
り
美

し
く
も
あ
る
の
で
す
。

に
あ
っ
て
こ
そ
、

法
的
に
も
、
自
然
公
園
法
、
国
有

林
野
法
、
文
化
財
保
護
法
等
の
法
律

で
許
可
な
く
採
取
す
る
こ
と
を
禁
ぜ

ら
れ
、
こ
れ
を
犯
し
た
も
の
は
罰
せ

ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

今
年
も
登
山
の
シ
ー
ズ
ン
が
や
っ

て
き
ま
し
た
。

立
山
の
自
然
の
四
季
を
そ
れ
ぞ
れ

の
趣
き
で
彩
る
こ
れ
ら
の
植
物
を
、

有
刺
鉄
線
を
と
お
し
て
し
か
眺
め
ら

れ
な
く
な
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、

ま
た
、
軽
い
気
持
で
手
を
出
し
て
、

罪
に
問
わ
れ
る
よ
う
な
つ
ま
ら
な
い

こ
と
の
な
い
よ
う
に
、
そ
し
て
、
い

つ
来
て
も
同
じ
よ
う
に
人
々
を
迎
え

感
動
を
与
え
て
く
れ
る
よ
う
に
、
高

山
植
物
を
、
可
愛
が
っ
て
欲
し
い
も

の
で
す
。
(
貿
易
観
光
課
〉
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夏

休

こ
の
ペ

l
ジ
は

市
町
村
、
そ
の

他
の
広
報
紙
の

資
料
と
し
て
、

ご
自
由
に
お
使

い
下
さ
い

み

を

楽

し

く

夏
休
み
は
、
こ
ど
も
が
心
身
の
発

達
、
向
上
を
求
め
、
自
主
的
に
努
力

す
る
よ
い
機
会
で
す
。
一
方
的
に
学

習
を
押
し
つ
け
た
り
、
無
理
な
課
題

を
与
え
な
い
よ
う
に
し
た
い
も
の
。

そ
し
て
、
こ
ど
も
と
の
対
話
を
深

め
、
そ
の
心
情
を
理
解
し
な
が
ら
、

り知..""""，/...，...，~" ""''''" .."，~ .. "//""，，，.....，..，，'''''，，/，，/...，..，，，...，，，""""1 ~， 
_ '///////'， .. ・a・a・//////////..~..//////////.".. ・.. //////////..，.... //////////~ a唱

こ
ど
も
が
自
主
的
に
学
習
計
画
や
生

活
設
計
を
た
て
、
責
任
を
も
っ
て
行

動
す
る
よ
う
指
導
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
こ
の
期
間
は
、
子
供
が
規

則
正
し
い
学
校
生
活
を
離
れ
た
解
放

感
か
ら
、
心
理
的
、
生
理
的
な
ゆ
る

み
が
生
じ
や
す
く
、
そ
れ
を
放
住
し

て
お
き
ま
す
と
、
生
活
態
度
が
く
ず

れ
た
り
、
好
ま
し
く
な
い
生
活
習
慣

を
身
に
つ
け
た
り
、
と
き
に
は
非
行

に
走
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
こ
ど
も

の
日
々
の
生
活
を
注
意
深
く
観
察

し
、
楽
し
さ
の
中
に
も
規
律
の
あ
る

生
活
が
お
く
ら
れ
る
よ
う
指
導
し
た

い
も
の
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
優

し
い
愛
情
の
中
に
も
厳
し
さ
が
必
要

か
と
考
え
ま
す
。

な
お
、
夏
休
み
に
な
り
ま
す
と
い

ろ
い
ろ
な
行
事
が
計
画
さ
れ
、
こ
ど

も
を
無
計
画
に
参
加
さ
せ
が
ち
で
す

e~ 
1日(金〉 ・交通安全模範の日

-夏の交通安全運動

(~31 日 〉

・道路を守る月間

5日(火〉 ・食中毒予防週間

(~11 日〉

6日(水〉 ・広島原爆追憶日

7日(木〉 ・鼻の日

8日(金〉 ・立秋

9日(土〉 ・長崎原爆追憶口

15日(金〉 ・平和の日(終戦記念日〉
・交通安全模範の日
.無火災日

17日(日 〉 ・家庭の日
29日(金〉 ・文化財保護法施行記念

日
30日(土〉 ・個人事業税第一

期納期
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八
月
五
日
か
ら
十
一
日
ま
で
「
食

中
毒
予
防
週
間
」
が
は
じ
ま
り
ま

す。
毎
年
、
今
頃
か
ら
食
中
毒
事
件
が

多
く
発
生
し
て
い
ま
す
の
で
、
次
の

事
項
を
守
っ
て
食
中
毒
に
か
か
ら
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

V
食
べ
物
は
、
調
理
後
で
き
る
だ

け
早
く
食
べ
て
下
さ
い
。

調
理
後
直
ち
に
食
べ
た
人
は
異
常

が
な
か
っ
た
の
に
、
数
時
間
経
過
し

た
も
の
を
食
べ
た
人
が
、
下
痢
一晦吐

等
の
食
中
毒
症
状
を
あ
ら
わ
し
た
事

が
あ
り
ま
す
。

V
食
品
の
原
料
の
う
ち
、
魚
介
類

は
特
に
水
洗
い
を
繰
り
返
し
て
下
さ

みんなの県政 ZfZZM222rfuzz222rffffZお

。
い
。
で
き
れ
ば
、
零
下
五
度
位
で
一

昼
夜
保
存
し
た
も
の
を
使
用
し
て
下

支」い。昨
年
は
、
八
月
に
腸
災
ビ
ブ
リ
オ

(
俗
称
病
原
性
好
塩
菌
)
に
よ
る
食

中
毒
が
五
件
発
生
し
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
昨
年
中
富
山
県
に
お
い

て
発
生
し
た
全
食
中
毒
発
生
件
数

(
十
二
件
)
の
、
ほ
ぼ
半
数
に
あ
た

り
ま
す
。

水
洗
い
を
繰
り
返
す
の
は
、
腸
炎

ビ
ブ
リ
オ
を
洗
い
流
す
た
め
で
、
零

下
五
度
位
で
保
存
す
る
の
は
腸
炎
ビ

ブ
リ
オ
は
低
温
に
弱
い
か
ら
で
す
。

V
食
べ
物
は
、
よ
く
熱
を
通
し
て

か
ら
食
べ
て
下
さ
い
。

が
、
指
導
者
、
主
催
者
を
よ
く
確
か

め
、
事
前
に
学
校
と
連
絡
し
合

っ
て

こ
ど
も
の
体
力
、能
力
、教
育
的
効
果

に
も
十
分
配
慮
し
、
参
加
さ
せ
て
く

だ
さ
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
学
校
、

地
域
社
会
と
密
接
に
連
携
を
と
り
な

手洗の励行

今
年
は
、
サ
ル
モ
ネ
ラ
に
よ
る
食

中
毒
が
発
生
し
て
お
り
ま
す
。
サ
ル

モ
ネ
ラ
菌
は
、
熱
に
弱
い
か
ら
十
分

熱
を
加
え
て
下
さ
い
。

ま
た
、
ね
ず
み
が
サ
ル
モ
ネ
ラ
の

媒
介
を
す
る
事
が
多
い
の
で
、
ね
ず

み
を
完
全
に
駆
除
し
て
下
さ
い
。

が
ら
、
こ
ど
も
た
ち
が
楽
し
く
夏
休

み
を
お
く
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

適
切
な
指
導
と
助
言
を
す
る
の
が
親

の
役
目
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

あ
な
た
も

ス
ポ
ー
ツ
テ
ス
卜
を

.
・
・
体
力
つ
け
て
夏
ば
て
防
ぐ
:

ス
ポ
ー
ツ
テ
ス
ト
は
、
自
分
の
体

力
の
現
状
を
確
か
め
、
そ
の
結
果
に

よ
っ
て
不
足
し
て
い
る
能
力
を
高
め

る
よ
う
に
努
力
す
る
と
と
も
に
、
各

種
の
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
み
、
ま
す
ま

す
心
身
を
鍛
練
し
て
健
康
に
自
信
を

も
っ
た
生
活
が
で
き
る
よ
う
に
と
行

な
う
も
の
で
す
。

テ
ス
ト
は
、
体
力
診
断
テ
ス
ト
と

運
動
能
力
テ
ス
ト
、
競
技
種
目
別
テ

ス
ト
の
三
部
門
で
構
成
さ
れ
て
お
り

ま
す
が
、

一
般
的
に
は
さ
き
の
二
部

門
を
さ
し
て
お
り
ま
す
。

体
力
診
断
テ
ス
ト
は
、
運
動
の
基

礎
で
あ
る
敏
し
よ
う
性
、
瞬
発
力
、

筋
力
、
持
久
性
、
柔
軟
性
に
つ
い
て

テ
ス
ト
し
、
運
動
能
力
テ
ス
ト
は
、

走

・
跳

・
投

・
懸
垂

・
急
歩
な
ど
の

基
本
的
な
運
動
に
つ
い
て
能
力
を
測

定
し
、
自
己
の
体
力
の
現
状
を
知
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

本
県
で
は
、
児
童
、
生
徒
の
ス
ポ

ー
ツ
テ
ス
ト
の
実
施
率
は
約
九

O

則
前
と
ま
ず
ま
ず
の
成
績
で
す
が
、

一

般
社
会
人
の
受
検
率
は
ま
だ
ま
だ
低

υ 

う
み
き
ず

以
上
の
ほ
か
、
手
指
に
膿
傷
の

あ
る
人
は
調
理
に
従
事
し
な
い
こ
と

(
膿
の
中
に
は
ぶ
ど
う
球
菌
が
お
り

ま
す
か
ら
)
な
ど
、
食
品
衛
生
に
関

す
る
注
意
事
項
を
お
ろ
そ
か
に
し
な

い
で
、
実
践
し
て
は
じ
め
て
楽
し
い

食
生
活
が
営
な
ま
れ
る
の
で
す
。

消
費
実
態
調
査
に
ご
協
力
を
/

総
理
府
統
計
局
で
は
、
こ
と
し
の

九
月

か
ら
十
一
月
ま
で
の
三
か
月

間
、
全
国
消
費
実
態
調
査
を
行
な
い

ま
す
。こ

れ
は
、
五
年
毎
に
行
な
わ
れ
る

調
査
で
、
第
一
回
は
、
昭
和
三
十
四

年
、
第
二
回
は
、
昭
和
三
十
九
年
に

実
施
さ
れ
、
今
回
は
第
三
回
目
の
調

査
で
、
こ
の
調
査
は
、
農
林
漁
家
を

除
く
、
全
国
の
消
費
世
帯
の
う
ち
か

ら
、

一
定
の
方
法
で
選
定
さ
れ
た
世

帯
に
つ
い
て
行
な
う
も
の
で
す
。
家

計
上
の
収
入
や
支
出
、
生
活
用
品
の

購
入
先
、
貯
蓄
現
在
高
、
借
入
金
残

高
、
主
要
耐
久
消
費
財
の
所
有
状
況

等
を
調
査
し
、
家
計
の
実
態
を
種
々

の
角
度
か
ら
な
が
め
て
経
済
、
社
会

藍
凧
の
基
礎
資
料
と
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。
調
査
は
、
二
人

以
上
の
普
通
世
帯
と
、
単
身
者
世
帯

と
に
つ
い
て
行
な
わ
れ
、
九
月
、
十

月
お
よ
び
十
一
月
の
三
か
月
間
に
わ

た
り
家
計
を
記
録
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。
調
査
に
つ
い
て
く
わ
し
い
こ
と

行
方
の

い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

今
年
は
、
国
の
計
画
と
合
わ
せ
て

本
県
と
し
て
も
児
童
、
生
徒
は
も
ち

ろ
ん
、
市
町
村
単
位
で
一
般
の
方
に

つ
い
て
も
実
施
を
計
画
し
て
お
り
ま

す
の
で
進
ん
で
受
検
し
て
く
だ
さ

1
V
 夏

ば
て
を
防
ぎ
体
力
を
つ
け
て
健

康
な
夏
を
送
り
た
い
も
の
で
す
。

八
月
の
交
通
事
故
相
談
所

交
通
事
故
に
よ
る
損
害
賠
償
金
の

請
求
や
支
払
い
の
問
題
で
お
困
り
の

方
の
た
め
、
県
で
は
交
通
事
故
相
談

所
(
県
庁
二
階
)
を
毎
日
開
設
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
み
な
さ
ん
の
便
宜

を
図
る
た
め
、
相
談
員
が
市
町
村
役

場
へ
出
向
い
て
次
の
日
程
で
移
動
相

談
を
聞
き
ま
す
か
ら
、
ご
利
用
下
さ

い
。
(
午
後
一
時
か
ら
三
時
ま
で
)

一
日
(
金
)
新
湊
市

六

日

(

水

)

氷

見

市

七

日

(

木

)

滑

川
市

八

日

(

金
)

応
部
市

十
二
日
(
火
)
小
矢
部
市

十
三
日
(
水
)
大
沢
野
町

十
九
日
(
火
〉
大
山
町

二
十
日
(
水
)
立
山
町

二
十
二
日
(
金
)
入
善
町

二
十
六
日
(
火
〉
小
杉
町

二
十
七
日
(
水
)
庄
川
町

二
十
九
日
(
金
)
井
波
町

-16-

は
、
調
査
員
が
調
査
世
帯
を
訪
問
し

て
指
導
を
い
た
し
ま
す
。
調
査
と
比

較
し
、
過
去
の
経
済
政
策
の
評
価
を

す
る
と
と
も
に
、
将
来
計
画
の
立
案

の
基
礎
資
料
と
す
る
な
ど
、
広
い
範

囲
に
わ
た
り
活
用
さ
れ
る
も
の
で
す

な
お
、
調
査
票
は
統
計
上
の
目
的

に
の
み
使
用
さ
れ
、
絶
対
に
調
査
世

帯
の
秘
密
を
他
に
漏
ら
す
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
か
ら
積
極
的
な
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

わ
か
ら
な
い
人
は
い
ま
せ
ん
か

あ
な
た
の
家
族
や
知
人
で
、
ゆ
く

え
の
わ
か
ら
な
い
人
が
あ
り
ま
せ
ん

カ

一
度
、
警
察
署
へ
お
た
ず
ね
く
だ

さ
い
。も

し
か
す
る
と
死
亡
さ
れ
て
い
る

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

警
察
で
は
、
こ
と
し
も
八
月
に
は

い
る
と
、
無
縁
仏
に
な
ら
れ
た
方
の

写
真
や
記
録
を
そ
ろ
え
て
県
内
各
地

を
ま
わ
り
、
無
縁
仏
の
身
元
を
さ
が

す
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

家
出
を
し
た
ま
ま
消
息
が
わ
か
ら

な
く
な
り
、
そ
し
て
、
な
く
な
っ
て

知
ら
ぬ
と
こ
ろ
で
無
縁
仏
に
な
っ
て

お
ら
れ
る
方
は
、
県
下
で
九
十
三
体

全
国
で
は
一
万
九
千
八
百
二
十
五
体

も
あ
り
ま
す
。

無
縁
仏
を
さ
が
す
と
い
え
ば
気
も

重
い
こ
と
で
し
ょ
う
が
、
も
し
、
こ

の
仏
さ
ま
た
ち
の
中
に
お
い
で
に
な

ら
な
い
と
す
る
と
、
ど
こ
か
に
生
き

て
お
ら
れ
る
だ
ろ
う
と
の
希
望
も
生

ま
れ
る
わ
け
で
す
。

そ
れ
こ
そ
、
死
ん
だ
も
の
と
あ
き

ら
め
て
い
た
娘
さ
ん
が
、
元
気
で
暮

ら
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま

す。
近
日
中
に
は
警
察
署
か
ら
、
た
ず

ね
人
の
相
談
の
日
ど
り
や
場
所
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

も
し
、
あ
な
た
の
家
族
や
知
人
で

ゆ
く
え
の
わ
か
ら
な
い
方
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
い
ま
の
う
ち
に
警
察
署
へ

連
絡
し
て
お
か
れ
る
と
便
利
で
し
ょ

。
λ
ノ

お
盆
も
も
う
す
ぐ
や
っ
て
き
ま
す

こ
の
夏
は
一
家
そ
ろ
っ
て
、
亡
く
な

ら
れ
た
人
の
供
養
が
で
き
る
よ
う
に

し
た
い
も
の
で
す
。

- 17-
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(
第
四
回
)

げ
つ
か
ん

月
澗
和
尚
と
坂
井
源
八

今
の
氷
見
市
役
所
の
棋
に
、
光
禅

寺
と
い
う
曹
洞
宗
の
古
寺
が
あ
る
。

こ
の
寺
は
、
鎌
倉
時
代
の
末
期
に
名

僧
明
峰
素
哲
和
尚
に
よ
っ
て
創
建
さ

れ
、
七
堂
伽
藍
が
完
備
し
て
い
た

が
、
い
く
た
び
か
兵
火
に
焼
か
れ
、

江
戸
時
代
の
は
じ
め
の
頃
は
ひ
ど
く

荒
廃
し
て
い
た
。
第
十
九
代
の
月
澗

義
光
和
尚
は
、
承
応
二
年
(
一
六
五
三

)
氷
見
郡
十
二
町
村
荒
舘
の
豪
農
水

野
家
に
生
れ
、
長
じ
て
仏
門
に
入
り
、

諸
方
の
大
徳
に
指
事
し
て
修
業
し
、

元
禄
八
年
(
一
六
九
五
)
氷
見
町
の

光
禅
寺
住
職
と
な
っ
た
。
そ
の
頃
、

光
禅
寺
は
荒
廃
し
て
見
る
に
耐
え
ぬ

有
様
で
、
月
澗
は
全
国
を
ま
わ

っ
て

浄
財
の
喜
捨
を
乞
い
、
も
っ
て
伽
藍

を
復
興
し
よ
う
と
決
心
し
た
。
そ
し

て
全
国
行
脚
に
出
か
け
た
。

ま
わ
り
ま
わ
っ
て
青
森
県
下
北
半

島
の
佐
井
村
牛
滝
に
つ
い
た
。

こ
こ
は
、
下
北
半
島
北
端
の
大
間

崎
か
ら
西
海
岸
に
沿
う
て
南
下
す
る

こ
と
三
十
段
ほ
ど
の
所
に
あ
る
、
へ

ん
ぴ
な
漁
村
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
江

戸
時
代
に
は
、
北
海
道
航
路
の
帆
船

(
い
わ
ゆ
る
北
前
船
)
の
寄
港
地
と

し
て
繁
栄
し
た
港
町
で
、
大
き
な
国

民

Ja

船
問
屋
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
。
こ
の

回
船
問
屋
の
一
人
坂
井
源
八
家
に
、

月
澗
は
止
宿
し
た
。
時
あ
た
か
も
同

家
の
菩
提
寺
た
る
本
誓
寺
が
焼
失
し

た
あ
と
で
、
源
八
ら
は
そ
の
再
建
に

一
方
な
ら
ず
苦
労
し
て
奔
走
し
て
い

る
最
中
で
あ
っ
た
。
月
澗
は
源
八
ら

の
志
に
感
心
し
て
、
「
私
の
寺
の
建

築
は
さ
し
迫
っ
て
取
り
急
ぐ
要
も
な

い
か
ら
こ
こ
に
持
っ
て
い
る
勧
財
全

部
を
あ
な
た
の
菩
提
寺
の
再
建
に
お

貸
し
し
よ
う
。
再
建
成
就
の
後
に
お

い
て
、
私
の
寺
の
再
建
の
用
材
と
し

て
、
御
当
国
特
産
の
檎
材
を
、
こ
の

金
額
相
当
分
だ
け
送
っ
て
く
だ
さ
る

な
ら
ば
結
構
で
ご
ざ
る
」
と
い
っ

て
、
和
尚
は
勧
財
全
部
を
置
い
て
立

ち
去
っ
た
。

坂
井
源
八
は
、
菩
提
寺
の
再
建
を

は
た
し
た
後
、
約
束
通
り
、
氷
見
の

光
禅
寺
へ
送
る
檎
材
の
伐
り
出
し
に

着
手
し
た
。

下
北
半
島
は
南
部
藩
領
で
、
檎

(
ヒ
パ
)
は
そ
の
地
の
特
産
で
、
の
に
檎
の
香
り
高
く
再
建
が
成
就
し
た
。

ち
に
は
藩
の
檎
山
取
り
締
り
は
厳
重
坂
井
源
八
は
再
建
成
就
の
吉
報
に

を
き
わ
め
た
が
、
そ
の
頃
は
ま
だ
寛
接
し
て
、
は
る
ば
る
光
禅
寺
に
参
詣

大
で
あ
っ
た
の
で
、
牛
滝
の
山
か
ら
し
、
月
澗
に
再
会
し
て
先
年
の
助
力

よ
り
に
よ
っ
た
み
ご
と
な
槍
を
伐
り
を
深
謝
し
た
。
そ
の
時
御
た
け
二
尺

山
し
、
一
本
毎
に
「
氷
見
光
禅
寺
殿
四
寸
の
聖
徳
太
子
像
と
、
十
六
羅
漢

行
」
と
記
入
し
、
同
家
の
手
船
に
積
像
と
を
光
禅
寺
へ
寄
進
し
た
。

入
れ
て
、
日
和
を
待
っ
て
牛
滝
を
出
南
部
檎
で
建
て
ら
れ
た
光
禅
寺
本

帆

し

た

。

堂

は

、

昭

和

十

三

年

九

月

の

氷

見

町

し
か
る
に
右
の
船
は
n

不
幸
に
も
大
火
で
類
焼
し
、
今
の
も
の
は
戦
後

新
潟
近
く
の
海
上
で
大
風
波
に
あ
っ
に
新
築
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

て
難
船
し
、
止
む
な
く
積
荷
全
部
を
坂
井
源
八
は
月
澗
の
徳
行
に
感
じ

海
中
に
投
棄
し
た
。
す
る
と
そ
の
檎
入
っ
て
、
余
生
を
氷
見
に
送
る
こ
と

材
は
風
潮
の
関
係
で
み
な
佐
渡
の
島
と
し
、
つ
い
に
氷
見
の
地
で
永
眠
し

に
漂
着
し
た
。
佐
渡
に
は
月
澗
に
帰
た
。

依
し
た
者
が
多
か
っ
た
の
で
、
こ
れ
い
ま
光
禅
寺
の
墓
地
に
坂
井
源
八

ら
の
信
徒
の
手
に
よ
っ
て
、
漂
流
木
の
墓
が
あ
り
、
「
奥
州
南
部
牛
滝
、

は
全
部
あ
つ
め
ら
れ
て
、

一
本
も
遺
坂
井
源
八
」
と
刻
し
て
あ
る
の
が
今

失
す
る
こ
と
な
く
、
こ
と
ご
と
く
氷
も
読
ま
れ
る
。
(
南
部
と
は
岩
手
県

見
光
禅
寺
へ
送
ら
れ
た
。
ま
こ
と
に
の
盛
岡
藩
の
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
の

仏
果
の
顕
然
た
る
次
第
で
あ
り
、
こ
領
域
は
下
北
半
島
に
も
及
ん
で
い
た

の
材
木
に
よ
っ
て
光
禅
寺
の
再
建
が
の
で
あ
る
。
〉

左
は
、
氷
見
市
光
禅

は
じ
ま
り
、
元
禄
十
四
年
と
い
う
年

寺
に
あ
る
坂
井
源
八
の
墓
の
石
摺
。
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勺

第
四
次
県
勢
総
合
計
画
策
定
ヘ

みんなの県政

未
来
の
望
ま
し
い
富
山
県
の
姿
を

え
が
く
、
第
四
次
県
勢
総
合
開
発
審

議
会
総
会
は
六
月
二
十
日
富
山
市
の

第
一
生
命
ピ
ル
で
聞
か
れ
、
吉
田
知

事
か
ら
「
昭
和
六
十
年
の
富
山
県
勢

計
画
に
つ
い
て
」
諮
問
、
つ
づ
い
て

審
議
の
た
め
、
第
一
回
委
員
会
が
同

日
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

八
つ
の
専
問
委
員
会
に
分
か
れ
、

審
議
会
委
員
に
は
、
県
か
ら
委
嘱
さ

れ
た
県
内
外
の
学
識
経
験
者
、
行
政

関
係
者
、
県
議
会
、
産
業
、
経
済
界

代
表
者
ら
の
百
五
十
人
で
構
成
さ
れ

て
い
ま
す
。

な
お
、
今
後
数
次
に
わ
た
っ
て
委

員
会
を
聞
き
、
昭
和
四
十
五
年
一
月

開
催
の
審
議
会
で
答
申
が
な
さ
れ
計

画
が
実
施
に
移
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

υ 

六

月

県

議

会

終

わ

る

第四次県勢総合開発審議会総会

六
月
二
十
四
日
招
集
さ
れ
た
六
月
定
例
県
議
会
は
、
七

月
二
日
一
般
会
計
補
正
予
算
十
億
二
千
四
百
九
十
七
万
二

千
円
な
ど
二
十
八
案
件
を
原
案
ど
お
り
可
決
。
副
議
長
に

は
大
居
良
平
氏
を
選
出
。
公
安
委
員
に
は
、
塩
井
幸
次
郎

氏
、
人
事
委
員
に
は
、
酒
井
仁
重
郎
氏
を
選
任
し
て
九
日

間
の
会
期
を
閉
じ
ま
し
た
。

こ
の
補
正
予
算
を
含
め
一
般
会
計
予
算
の
累
計
は
五
百

四
十
三
億
一
千
百
二
十
四
万
四
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

和田川総合開発事業

庄東第一発電所て‘行なわれた修抜式

和田川ダム、庄東第一、第二発電所完成

和
田
川
総
合
開
発
事
業
の
主
軸
を
な
す

和
田
川
ダ
ム
及
び
庄
東
第
一

、
第
二
発
電

所
の
竣
工
式
が
六
月
十
八
日
、
富
山
県
民

会
館
に
お
い
て
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

同
事
業
は
、
庄
川
の
水
を
和
田
川
に
分

水
し
て
和
田
川
ダ
ム
(
砺
波
市
増
山
)
に

貯
え
、
こ
れ
を
発
電
、
上
水
道
、
工
業
用

水
、
か
ん
が
い
用
水
に
と
、
多
目
的
に
利

用
す
る
も
の
。

ダ
ム
の
完
成
に
よ
り
、
臨
海
工
業
地
帯

へ
の
工
業
用
水
(
日
量
最
大
三
十
万
ト
ン
)

そ
の
周
辺
地
へ
の
上
水
道
(
同
七
万
五
千

ト
ン
)
、
射
水
乾
田
化
地
区
へ
の
農
業
用

水
の
水
源
が
確
保
さ
れ
た
こ
と
に
な
り
ま

す
。
な
お
庄
東
第

一、

第
二
発
電
所
の
最

大
出
力
合
計
は
三
万

一
千
四
百
器
。
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城山から宮崎海岸を望む

本
県
の
東
の
端
、
北
ア
ル
プ
ス
が
日
本
海
に
没
す

る
と
こ
ろ
に
、
眺
望
の
城
山
、
植
物
の
鹿
島
樹
叢
‘

タ
ラ
汁
、
灰
付
ワ
カ
メ
で
知
ら
れ
る
宮
崎
海
岸
、
浜

山
玉
造
り
の
遺
跡
な
ど
が
あ
る
。

城
山
は
、
戦
国
時
代
の
城
跡
の
面
影
を
と
ど
め
る

も
の
と
し
て
本
丸
、
二
の
丸
、
空
堀
り
、
石
畳
な
ど

が
昔
を
語
り
っ
た
え
て
お
り
、
海
岸
か
ら
近
く
、
高

さ
二
四
八

M
の
孤
峯
頂
上
か
ら
は
、
東
西
に
伸
び
る

海
岸
線
及
び
天
下
の
険
、
親
不
知
海
岸
、
遠
く
に
北

ア
ル
プ
ス
、
富
山
平
野
の
眺
望
な
ど
が
素
晴
ら
し

鹿
島
樹
叢
は
シ
イ

・
タ
ブ

・
ア
カ
ガ
シ

・
ヤ
ブ

ツ

パ
キ
な
ど
の
高
木
を
主
と
し
て
、
援
冷
温
帯
の
植
物

が
み
ら
れ
、
種
類
が
豊
富
。
ま
た
、
鳥
類
で
は
、

日
本
海
側
を
移
動
す
る
春
秋
の
渡
り
鳥
の
要
路
に
当

り
、
ビ
ン
ズ
イ
・
オ
オ
ル
リ

・
ホ
ト
ト
ギ
ス
な
ど
も

一
時
的
に
は
休
憩
場
所
と
な
っ
て
い
る
。

宮
崎
海
岸
は
、
タ
ラ
汁
の
賞
味
で
近
年
観
光
客
受

け
し
て
お
り
、
そ
れ
に
、
夏
は
海
水
浴
や
松
林
下
の

キ
ャ
ン
プ
も
み
ら
れ
る
。

県
定
公
園
の
面
積
は
三
百
四
十
二
診
。
城
山
へ
は

国
道
八
号
線
か
ら
簡
易
舗
装
の
自
動
車
道
路
が
あ

り
、
一
方
宮
崎
側
か
ら
も
林
道
が
新
設
さ
れ
回
避
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
城
山
頂
上
か
ら
二
の
丸
、
鹿
島
樹
叢
を
経

て
宮
崎
海
岸
へ
下
山
す
る
歩
道
も
今
年
中
に
改
良
さ

れ
、
散
歩
道
と
し
て
も
ま
た
お
も
む
き
が
あ
ろ
う
。
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